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Self-introduction



主な活動と経歴本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC）外部専門家 

京都府立向日が丘支援学校　相談支援センター　アドバイザー 
　　　滋賀県教育委員会　特別支援教育ＩＣＴ活用PJ　トータルアドバイザー 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　㈱アットスクール　ICTスーパーバイザー 
　　　放課後ディサービス・フリースクール　アドバイザー 
昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





訓練での活用と 
機能代替としての活用 
の両面からお話します

代替

訓練

各スライドの右上に記しています



「聞く」の困難さへの活用



代替



代替



代替



AIが手話と音声→文字に変換　体験会で子どもたちは笑顔　

福岡県も実証実験を開始

https://news.ntv.co.jp/n/fbs/category/life/fsb0c7884dfdcf449dadb07a714b91a990

https://news.ntv.co.jp/n/fbs/category/life/fsb0c7884dfdcf449dadb07a714b91a990


https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2103/30/news091.html

代替

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2103/30/news091.html


音声をリアルタイムに表示する字幕表示システム「Cotopat」
を、京セラドキュメントソリューションズジャパンより販売開始

[1] 音声を字幕として表示

[2] 文字、図解や動画によるわかりやすい表示方法 [3] 7種類の言語の翻訳表示に対応

代替



リアルタイム音声認識アプリYY probe - iPhoneアプリ 
を使って会話を記録、保存、分析

代替



代替



代替



代替



https://note.com/screenless/n/n753a6ca8ea98

AirPodsの聴覚補助機能 代替

https://note.com/screenless/n/n753a6ca8ea98


◾聴覚補助機能の性能とは 
結果、静かな環境で行った実験では、一番高額なプレミアムタイプの補聴器の性能
が高かったものの、AirPods Proとベーシックタイプの補聴器の機能はそれほど変わ
りませんでした(AirPodsも、何もない状態よりは高いスコアを出しています)。


次に、騒音環境における実験では、被験者の横から発生する騒音に関しては、
AirPods Proがプレミアムタイプの補聴器に匹敵する性能を持っていることがわかり
ました。ただし、正面（前）から発生する騒音に対しては、AirPodsでは聴力改善に
貢献できませんでした。こうした結果から、少なくともAirPods Proは価格と比較し
ても高い性能を有していることがわかります。


AirPodsには音声増幅機能がありますが、Proにのみ、一部の音声を遮断する「アク
ティブノイズキャンセリング機能」が備わっており、この機能の働きの有無が聴覚
補助機能の性能に関わっていることがわかります。


研究者たちは今回の結果を受けて、AirPods Proは、軽度から中等度の難聴のための
聴覚補助デバイスとして機能する可能性があると指摘します。自身が少し聞こえづ
らい等の症状を感じる場合、医師との相談の上ではありますが、補聴器を利用する
前の手段として、場合によってはAirPodsのようなデバイスを利用することも、一つ
の手段にはなり得ます。

代替



Olive Maxは日本未発売。販売価格は549ドル（約7万1500円）のところ、
INDIEGOGOなら299ドル（約3万8900円）

代替

https://www.indiegogo.com/projects/olive-max-2-in-1-adaptive-hearing-aid-earbuds/payments/new?perk_id=5305108#/checkout


誰もが隔たりなく つながりあえる社会へ


（テレビ会議システム・リモート会議システム…）

https://withnews.jp/extra/ishisotsushien/article/17/

代替

https://withnews.jp/extra/ishisotsushien/index.html
https://withnews.jp/extra/ishisotsushien/article/17/


XRAI Glass」
代替



PPT 字幕付きスライドショー 代替



Teams 自動字幕表示 代替

https://youtu.be/nspi0BUxDCM


Ontennaのこれから - 富士通
代替



富士通は１１日、聴覚障害者が音を振動や光で体感でき
る製品を活用したプログラミング教育教材の無償公開を
始めた。ろう学校小学部の児童をはじめ、小学生を対象
とする。児童はプログラムを組むことで、話し掛けられ
た際の声や自動車の音など、日常生活で聞こえる音を自
分の好きな振動パターンや光の色に変えることができ
る。 
　この製品は、「Ontenna（オンテナ）」と名付けられ
ている。６０～９０デジベルの音を２５６段階の振動と
光の強さに変換し、聴覚障害のある人に音の特徴を届け
る。髪の毛や耳たぶ、服の襟元や袖口などに着けて利用
する。

　昨年６月に体験版を全国のろう学校の約７割に無償提供して以来、学校現場では発話やリズム練習の授業など
に活用されている。 
　新たに提供するOntennaのプログラミング機能では、教育用のビジュアルプログラミングソフト「スクラッ
チ」を使用し、子どもたちが自分の聞きたい音に対して振動や光を自由に設定できる。例えば、「大きな音が鳴っ
たときに３回振動する」「小さな音をキャッチすると赤く光る」といったプログラミングができる。 
　指導教材は東京都立葛飾ろう学校と協力して作成した。学習指導案や授業用スライド、ワークシート、プログ
ラミング機能の操作マニュアルをウェブサイトで公開している。

https://www.kyoiku-press.com/post-224660/

代替

https://www.kyoiku-press.com/post-224660/


https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210708/k10013125531000.html

APD初の大規模調査へ

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210708/k10013125531000.html


[バリバラ] 聞こえるのに聞き取れない「 
APD/LiD」ってなに？ | NHK

https://www.youtube.com/watch?v=ZcfTlpMGCJM

https://www.youtube.com/watch?v=ZcfTlpMGCJM


https://news.yahoo.co.jp/articles/e30db60fdbc2c8bcc498bf636c135ff9b55cc353

https://news.yahoo.co.jp/articles/e30db60fdbc2c8bcc498bf636c135ff9b55cc353






サンプル



代替



音声を文字や手話に変換することで情報取得を支援 

音に頼らない方法（振動・視覚通知）を活用する 

どんな人でも、聞きにくい時（Input）には字幕などに
頼っていますよね！ 



「話す」の困難さへの活用



http://www1.iwate-ed.jp/tantou/tokusi/kyouzai/kototab/index.html

訓練

http://www1.iwate-ed.jp/tantou/tokusi/kyouzai/kototab/index.html


http://forum.nise.go.jp/kotoba/htdocs/?page_id=32

訓練

http://forum.nise.go.jp/kotoba/htdocs/?page_id=32


http://forum.nise.go.jp/oyakotoba/htdocs/

訓練

http://forum.nise.go.jp/oyakotoba/htdocs/


http://forum.nise.go.jp/cms/13,0,48.html

http://forum.nise.go.jp/cms/13,0,48.html


https://st-ta-output.com/kouon-apuri-game/

訓練訓練

https://st-ta-output.com/kouon-apuri-game/


訓練



乳児のモバイル使用、言葉の発達遅れるリスクも　学会で発表 
CNN.co.jp 5/5(金) 12:54配信 

（ＣＮＮ）　スマートフォンやタブレットなどのモバイル機器で乳幼児を遊ばせるほど、言葉の発達は遅れる可能性
がある――。カナダの研究者が４日、小児科学会でそんな調査結果を発表した。


発表を行ったカナダ・トロント大学の研究者によると、生後６カ月～２歳の乳幼児は、スマートフォンやタブレット、
携帯ゲーム機などで遊ぶ時間が長いほど、言葉の発達が遅れる可能性が大きくなることが分かったという。


モバイル機器とコミュニケーション能力の発達の関係を調べた調査は初めてではないかとしている。


研究チームは乳幼児約９００人について、保護者からの聞き取りで生後１８カ月の時点でのモバイル機器の使用時間
を調べ、表現力や使える単語数といった言葉の発達の程度と比較した。


その結果、乳幼児の２０％が１日当たり平均で２８分、モバイル機器を使用していることが判明。１日当たりの使用
時間が３０分増えるごとに、音声や言葉を使った表現発話の発達が遅れるリスクは４９％増大することが分かった。


一方、動作やボディランゲージ、人とのかかわりといったコミュニケーション能力の発達と、モバイル機器の使用と
の間に相関関係は見られなかった。


研究者はこの調査結果について、乳幼児のモバイル機器使用とコミュニケーション能力の発達の遅れとの相関関係を
うかがわせるとしながらも、モバイル機器が原因かどうか判断するためには、さらに研究が必要だと指摘している。


米小児科学会ではモバイル機器の使用について、家族とのビデオチャットを除き、１８カ月未満の乳幼児には一切使
わせないことが望ましいとしている。

http://www.cnn.co.jp/fringe/35100724.html

https://headlines.yahoo.co.jp/list/?m=cnn
https://rdsig.yahoo.co.jp/RV=1/RE=1495250962/RH=cmRzaWcueWFob28uY28uanA-/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuZmFjZWJvb2suY29tL3NoYXJlci9zaGFyZXIucGhwP3U9aHR0cHM6Ly9oZWFkbGluZXMueWFob28uY28uanAvaGw_YT0yMDE3MDUwNS0zNTEwMDcyNC1jbm4taW50/RS=%5EADA_IgO3X7wh_2XHcSNAErLzyO4NYI-;_ylt=A7YWNjgSQw1ZID0AId_9luZ7
http://www.cnn.co.jp/fringe/35100724.html


https://chip-edu.com/nihonngogoi/

https://chip-edu.com/nihonngogoi/


パーソナルボイス(iOS17より）＊現時点で日本語非対応
発話能力を失う可能性がある、
または言語障がいがある場合
は、iPadでパーソナライズされ
た声を作成し、ライブスピーチ
で使うことができます。パーソナ
ルボイスでは、自分の声に似た
声を作成し、FaceTimeやコミュ
ニケーション支援アプリでタイ
プ入力して読み上げるときに使
うことができます。（一部の言
語で利用できます。）

https://support.apple.com/ja-jp/guide/ipad/ipad474cabc0/ipados

代替

https://support.apple.com/ja-jp/guide/ipad/ipad474cabc0/ipados


https://www.yubidenwa.jp/coesta/?
fbclid=IwAR3Kl5HURvo4RTHeDzJsnx78kaXV2TY_Reyln1vyfiZ6gqY5nggpf7k4r7E

代替

https://www.yubidenwa.jp/coesta/?fbclid=IwAR3Kl5HURvo4RTHeDzJsnx78kaXV2TY_Reyln1vyfiZ6gqY5nggpf7k4r7E
https://www.yubidenwa.jp/coesta/?fbclid=IwAR3Kl5HURvo4RTHeDzJsnx78kaXV2TY_Reyln1vyfiZ6gqY5nggpf7k4r7E


新音声合成ソフトのVOICEPEAKをちょっとだけ試してみた
代替



Using Talkitt SD（Voiceitt）

https://www.voiceitt.com/

代替

https://www.voiceitt.com/


分からなければ、調べれば良い・聞けば良い 
記憶していることは知識の一番便利なツール！

アプリを使うのは 
昭和・平成世代 

Aiを使うのは 
平成～令和

訓練



リモートでの練習
訓練



①Start ②Finish

音声入力でフィードバック

①キーボードを日本語利用の状態にしておかない
　と日本語音声入力は出来ません
②英語での音声入力時には、キーボードを英語に
　しておきます
③完了したら、  をタップします。

訓練



UDトーク　キーボード

①Start  & ②Finish

訓練



代替



VOCAアプリの活用 代替



サンプル
代替



発話できなくても「伝える手段」があることが重要 

状況に応じて文字・絵・音声を組み合わせる 

最終的に「自分の思いを伝えられる」ことが目的 

どんな人でも、話す・書く（Output）を用途に応じて
使い分けています。 



「見る・読む」の困難さ 
への活用



代替



アセスメントと支援に活用

文字
　フォント・サイズ・太さ・色・・
　縦書き・横書き
　行間・罫線
カラー反転・モノトーン
明るさ
挿絵無し（不要情報の削除）
ルビ振り・分かち書き
音声読上げ（肉声・機械読上げ）



拡大鏡 代替



音声読み上げ

Hint! 
文字を読めないから使う？ 

読めない理由ってひとそれぞれ！ 
これって楽してる？！

代替



テキスト認識 代替



Furigana（ルビ振りがあれば読める） 代替



訓練



訓練



訓練



訓練



代替



代替



「読むこと」よりも「情報を得ること」 を目的にする 

音声・映像・ピクトグラムなどのマルチモーダル支援 を
活用する 
デジタルで文字を読むのはちょっと難しいかも・・ 

どんな人でも、拡大、読み上げ、動画、シンボルを必要
に応じて情報を入手しています。 
読むよりも（Input）聞くほうが理解しやすいかも・・ 



「書く」の困難さへの活用



紙のノートとタブレット、暗記学習に向いているのはどっち？ 実験
で明らかに
メモ・暗記学習直後の暗記テストでは、タブレットに比べてノートのほうが22パーセ
ント、2.5か月後に実施した復習後の暗記テストでは、ノートのほうが20パーセント
得点が高いという結果になった。 

実験後のアンケートでも大きな違いがみられた。タブレットよりもノートのほうが｢見
返しやすさ｣で24パーセント、｢覚えやすさ｣で28パーセント高く評価された。 
被験者からはノートの良い点として｢書いている感覚があるので、触覚的にも覚えやす
い。書くときの音もある｣｢見開き1ページに全てメモされていることで、視覚としても
頭に残りやすかった｣との意見が挙げられた。 

タブレットは慣れるまでは、操作に手間取ってしまいがちだ。その点、ノートはストレ
スなく使うことができ、暗記に集中できる側面もあるかもしれない。 
デジタル化が進んだことによるメリットは数多くあるだろう。 
ただ、暗記学習の際は紙のノートと上手に使い分けることで、その効果を発揮できるの
ではないだろうか。

https://www.businessinsider.jp/post-291679
GIGAタブレットの不適合

https://www.businessinsider.jp/post-291679


1日1時間以上、スマホを触る人は要注意…脳科学者が警鐘「ス
マホが大人から奪っている大事な能力」

ICT活用の不適合
https://news.yahoo.co.jp/articles/ada56698f0d9d7eb7e9939f137a197015519dfb5

■スマホ依存の子どもは脳に異変が… 

　なんといってもやめたいのは、安易にスマートフォンに頼る習慣です。 
　この20年ほどの間に、私たちを取り巻く環境は大きく変わりました。スマホ、パ
ソコン、タブレットなどの電子機器が急速に発達して、今や日々の生活に不可欠と
なっている人が多いことでしょう。しかしこれらの長時間利用は、脳に大きなダ
メージを与えます。そのことは単なる印象ではなく、科学的な実験で見えてきた事
実です。 

　私たちが行った調査(※)では、スマホやタブレットなどのマルチメディア端末に触
れている時間が多い子どもは、大脳の約3分の1の領域と、大脳白質(神経線維)の多
くの領域で発達が停滞していることがわかりました。 
　※Takeuchiら Human Brain Mapping 2018 
　また、前頭前野の活動が低下し、情動の抑制が利かなくなり、キレやすくなるこ
とがわかっています。本来子どもは家族や友人と語らい、遊びや運動で身体を動か
すことで心身が刺激され、脳も発達していくのです。ところがこうした機会が電子
端末を始終触っていることで失われ、脳の発達にも影響していると考えられます。

https://news.yahoo.co.jp/articles/ada56698f0d9d7eb7e9939f137a197015519dfb5


漢字はパーツでできている

訓練



選択肢を増やすことが自立への近道 

手書き 
キーボード入力（ローマ字・フリック） 

音声入力 
生成AI 
絵文字 

ハイブリッド（上記の組み合わせ） 



音声入力（文章認識システム） 
タイピングよりも早いし正確かも・・

代替



音声フィードバック 
読めなければ（デコード）書けない（エンコード）

訓練



フリック入力
代替



日本語手書き　キーボード 代替



写真よりテキスト認識→コピペ 代替



「書くこと」よりも「伝えること」を目的にする 

音声や画像、動画などマルチモーダルな表現を取り入れ
る 

「書く」という手段にこだわらず、子どもに合った方法
を選択 

どんな人でも書く内容に応じて手段を選択しています。 



「記憶する」の困難さ 
への活用



開始前にアラーム 代替



場所の発着時にリマインド 代替



アラーム 代替



無くしたら検索

代替



どこにおいたかを画像で保存
代替



音声入力でさっとメモ 代替



音声で記録する
代替



位置情報で思い出す
代替



電話番号暗記している人いませんよね！

代替



代替



記憶が困難な場合でも、ICTを活用することで、予定管
理・忘れ物防止・金銭管理・健康管理など、さまざまな
場面で負担を減らせます。 

特に 音声アシスタント・リマインダー・写真メモなどは、
簡単に始められるのでおすすめです！ 

どんな人でも覚えきれませんので、各自の得意な方法で 
記憶を補完しています。



その他の困難さへの活用



ワークシートを画像で保存する

ワークシートを撮影⇒教科事にフォルダー管理⇒クラウドに保存

代替



まとめ



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


みんな遅かれ早かれ、出来なくなりますよ！ 

年をとると… 

見えなくなる（読めなくなる　　　　→視覚障害 
聞こえにくくなる　　　　　　　　　→聴覚障害・APD 
覚えられなくなる（忘れやすい　　　→知的障害・認知症 
歩きにくくなる（歩けなくない　　　→肢体不自由 
手が震える（細かい作業が困難　　　→DCD 
書くことが困難になる　　　　　　　→LD 
食べにくくなる　　　　　　　　　　　　 
話しにくくなる 
　　　… 

代替手段が必要になるんです！！ 
そのひとつがICTの活用です 
子どもたちは選択肢が少なくて困っているんです。 

ルーペ・拡大鏡
補聴器・スピーカー
メモ・リマインダー
車椅子・車
誰かにやってもらう
キーボード・スマホ

代替手段を知っているから自己解決 
出来るんですよ！！



参考図書









































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi



